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あらまし ニュース映像は実世界の出来事を記録したものであるため，資料的な価値が高い．しかし，資料として活

用する際，あるトピックに関する映像を全て閲覧するには時間を要するため，ニュース映像を要約する研究が必要で

ある．本報告では，その基礎技術として，ニュース内容に沿ったシーンの選択手法について検討する．本手法では，

ニュース映像の画像内容を分析することで，ニュース内容に沿ったシーンを選択する．実際のニュース映像に対する

評価実験を行い，本手法によりニュース内容と関連性が高いシーンを選択できることを確認した．
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Abstract Since news videos record daily events, they are valuable sources of real world information. However,

when using them as information sources, it is difficult to watch all of the news videos about a topic reported during a

long period. Therefore, it is necessary to develop a method for summarizing news videos. Thus, this report studies a

method for selecting scenes that match the news contents for news video summarization. The method selects scenes

related to news contents by analyzing image features to understand the visual concepts of an image. We confirmed

that it was possible to select scenes related to news contents with this method.
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1. は じ め に

ニュース映像は実世界の出来事を記録したものであるため，

資料的な価値が高い．しかし，ニュース映像を資料として活用

する場合，あるトピックに関する長年に渡る映像を全て閲覧す

ることは時間的に困難である．そこで，長いニュース映像を短

く要約する技術への需要がある．

一方，画像処理の分野で，Visual Concept という概念が提
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Visual Concept

図 1 提案手法の処理の流れ

案されている [1]．Visual Conceptは，人物や物体，自然など，

画像の意味的内容を表すものである．我々は，Visual Concept

を用いてニュース映像の画像の意味的内容を理解することで，

ニュース内容と関連性が高いシーンを選択することが可能であ

ると考えた．

本報告では，ニュース映像を自動要約するための基礎技術

として，ニュース内容に沿ったシーンの選択手法について検討

する．

2. ニュース内容に沿ったシーンの選択

提案手法の処理の流れを図 1に示す．ニュース映像を入力と

し，それに付属する CC（Closed-Caption；文字放送字幕）か

らキーワードを抽出する．また，映像からは Visual Concept

を検出し，抽出したキーワードとの対応からシーンのスコア付

けを行う．以下，順に説明する．

2. 1 キーワード抽出

ニュース映像に付属する CCを形態素解析し，品詞判別を行

い，一般名詞をキーワードとして抽出する．そして，tf-idfに

より各キーワードの重要度を算出する．

2. 2 Visual Concept検出

入力のニュース映像をシーンに分割する．本研究では，連

続した 2 枚のフレームの HSV ヒストグラムの差分を用いて，

シーンの開始フレームを検出する．このフレームから画像特徴

を抽出し，複数の Visual Conceptの識別器を用いて，Visual

Concept の検出を行う．画像特徴は 500 次元の SIFT 特徴の

Bag of Features表現を用いる．

2. 3 シーンのスコア付け

抽出したキーワードと検出した Visual Conceptの結果を用

いて，関連度を算出する．算出した関連度により各シーンにス

コアを付ける．以下に手順を示す．

（ 1） 日本語WordNet [2]から Visual Conceptの同義語を

取得し，同義語リストを作成する．
（ 2） 代表フレームから検出した全ての Visual Conceptま

たはその同義語に対応するキーワードの重要度の総和を，該当

シーンのスコアとする．
（ 3） スコアが上位のシーンを選択する．

3. 実 験

Visual Concept検出を用いたシーンの選択方法の有効性を評

価するために実験を行った．提案手法で用いる Visual Concept

には，10年間のNHK News7中の出現頻度が高い単語の調査結

果を参考に 57種類を用意した．これらの Visual Conceptを，

物体，場所，自然，人，活動の 5種類に大別した．種類別の識

別器の平均精度を表 1に示す．

シーン選択の評価実験には，NHK News7の映像 3本を用い

表 1 Visual Concept 識別器の精度（再現率）

　　　 Visual Concept の種類

物体 場所 自然 人 活動 平均

再現率 0.87 0.77 0.93 0.85 0.93 0.81
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図 2 シーン選択の結果

…

図 3 実験に用いた映像の CC の例

0.79

(a) スコアが高い例

0.00

(b) スコアが低い例

図 4 図 3 の CC に対するスコアの例

た．選択するシーンの割合のしきい値を変化させたときの適合

率と再現率の関係を図 2に示す．本研究はニュース映像の自動

要約を目的としているため，適合率が重要である．実験結果よ

り，しきい値は 0.4前後（スコアが上位 40%のシーンを選択）

が良いと考えられる．図 3は本実験に用いた映像の CCの例で

ある．図 4 は，図 3 の CC に対して各シーンにスコア付けを

行った結果例である．この結果から，提案手法によりニュース

内容に沿ったシーンを選択することが可能であると考えられる．

4. ま と め

本報告では，ニュース映像の自動要約を目的として，ニュー

ス内容に沿ったシーンの選択手法について検討した．今後の課

題として，音声情報を考慮した要約手法の検討等が挙げられる．
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